
レインボーバス等に関するアンケートの実施について

• レインボーバスについて

レインボーバスの概要

運行目的 公共施設循環

運行日 年末年始を除く毎日

運行区間
富田林駅前⇔

金剛連絡所前

便数
１日８便
（8月1日は5便）

料金
大人１回１００円
子ども半額

利用者数
61,059人
（平成30年度）

運行事業者 近鉄バス（株）

車両
日野自動車
「ポンチョ」
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レインボーバス等に関するアンケートの実施について

• レインボーバス車両
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仕様：日野自動車 ポンチョ
ノンステップ車両
定員35名（うち座席11名）

バスデザインは、市イメージキャ
ラクター「とっぴー」とレイン
ボーを大きく描く
※デザインは大阪芸術大学の学生
により作製

令和元年7月12日より運行開始

車両台数：１台
※定期点検日等は、近鉄バス㈱標
準車両を使用して運行
（随時、ＨＰにてお知らせ）



レインボーバス等に関するアンケートの実施について

• レインボーバスの課題

課題 具体例 解消策（案）

路線バスとの輻輳
• 一般の路線バスや病院等の施設
送迎バス（無償）との輻輳によ
り、競合する区間が存在

• 各交通モードのすみ分け

利用料金・補助金の
増大

• 市内を運行する路線バス運賃と
の均衡

• 収支率 約27％（平成30年度）

• 料金の見直し
• 利用促進

便数・ダイヤ • 約1時間20分～30分間隔で運行
• 利用者数に応じた便の設定
• パターンダイヤ

運行区域
• 交通不便地域が存在
• 運行しない公共施設も存在

• ルートの見直し
• 利用者ニーズの把握
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レインボーバス等に関するアンケートの実施について

• レインボーバス等に関するアンケートの概要

目的
• レインボーバスのサービス向上
• レインボーバス網検討
以上の参考資料とするために実施

対象者
• レインボーバス利用者
• 公共施設利用者
• 路線バス等利用者
（駅前、停留所等で配布）

• その他幅広く配布

合計２，０００名に配付

レインボーバスが、より市民
ニーズにマッチしたバスであ
ることを目指します。
また、市内の各バス路線との
すみ分けが可能となれば、需
要と供給のバランスが取れた、
地域公共交通網を目指す。
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